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安全上の注意 

・ご使用の前にこの「安全上の注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 

・ここに示した注意事項は設備を安全にお使いいただき、あなたや他の人々への危害や損害を未然に防止す

るためのものです。 

・危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、誤った取り扱いをすると生じることが想定される 

内容を、「警告」，「注意」の2つに区分しています。 

 

 

 

 

 

 

 

・お守りいただく内容を次の警告表示で表示しています。 

 危険・警告・注意を促す内容があることを告げるものです。 

 禁止の行為を告げるものです。 

 行為を強制したり指示したりする内容を告げるものです。 

 

警 告 

 

一般的な注意事項 

 

機器一式および部品の交換は、耐用年数および交換推奨時期を目安に交換する 
経年劣化により機器が正常に作動しないことがあります。 

泡消火薬剤（泡消火薬剤水溶液）が皮膚に付着したり、目に入った場合には、直ちに多

量の水で洗い流す 
 泡消火薬剤が付着した状態で放置すると、人体に影響することがあります。 

 機器を無断で改造しない 
機器の破損や機器が正常に作動しないことがあります。 

機器に無理な外力を掛けない 
  本機器（継手類含む）を足場代わりにしたり、ぶつけたり、落下させるような無理な負荷を与えないでく

ださい。故障の原因となります。 

工事に関する注意事項 

 

機器および配管は保温などの適切な措置を行う 

機器および配管内の水などが凍結すると、機器が破損し所定の性能が得られなくなることがあります。 

特に横設置時は本弁開放後、ピストン室内および加圧配管の水などが抜けないため、注意してください。

残水箇所は 3.(2)据付（9 頁）を参照してください。 

操作配管にストレーナを入れる 

  手動起動弁および遠隔起動弁の一次側にストレーナを入れてください。ゴミなどによりオリフィスが目詰

まりすると、所定の性能が得られなくなることがあります。 

据付方向および流水方向に注意する 

  据付方向および流水方向を誤ると機器が正常に機能しません。 

鋳出しの文字（横据付時は、逆にならないよう注意してください）や矢印に合わせて据え付けてください。 

 警 告 
取り扱いを誤った場合、使用者が重傷や障害を負うかまたは防災機能の一部に重大な

悪影響を及ぼすことが想定される場合。 

 注 意 

取り扱いを誤った場合、使用者が障害を負うかまたは防災機能に悪影響を及ぼす可能

性がある場合、および、防災機能を長期にわたって有効に活用する上でぜひ守ってほ

しい事項。 



3 
 

注 意 

 

一般的な注意事項 

た 

機器を分解した場合は、正常に機器を組み立てる 
 正常に機器が組み立てられていない場合、機器が正常に作動しないことや故障の原因となります。 

機器に異常がある場合は、速やかに調査する 
 速やかに原因を調査し、必要に応じて修理してください。機器が正常に作動しないことがあります。 

工事および点検は有資格者が実施する 

復旧作業は、消防機関などによる消火および安全確認後に行う 
消火および安全確認前に復旧作業を行うと危険です。 

消火用水は、上水道水を使用する 
 地下水や中水など腐食性のある水を使用すると、漏水や故障の原因となります。 

工業用水（中水）を使用する場合は、水質確認を行ったうえで使用するようにしてください。 

機器にウォーターハンマーなどの水撃が加わらないようにする 
 水撃が加わると機器や配管が損傷したり、機器が正常に作動しないなどの故障の原因となります。 

弁体組品およびピストン組品の脱着は、順序を守って行う 
 異なる順序で脱着を行った場合、ピストン組品が本体（シリンダ）を傷つけ、一斉開放弁一式の交換が必

要になる場合があります。脱着の詳細は6.(3)本体のオーバーホール（13頁）を参照してください。 

 

使用圧力範囲外では使用しない 
 機器が正常に作動しないことや故障の原因となります。 

配管の耐圧試験時や充水時は一斉開放弁二次側から加圧しない 
一斉開放弁に逆圧がかかり、機器の破損や故障の原因となります。必ず一斉開放弁の二次側の圧力は一次

側の圧力以下となるようにしてください。 

機器に悪影響を及ぼす薬品・溶剤を使用しない 

 ゴム製部品を使用していますので、ゴム製品に悪影響を及ぼすような薬品・溶剤は使用しないでください。

機器が正常に作動しないことや故障の原因となります。 

 

修理およびオーバーホールが必要な場合はメーカーに連絡する 
弊社にご連絡ください。 

機器分解時は水などの噴き出しに注意する 
 機器を分解する際は、水などが噴き出す場合がありますので注意してください。 

また、必要に応じて周辺の養生などを行ってください。 
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工事に関する注意事項 

 

配管内部や貯水槽に異物が入らないように注意する 
 機器内部のシート部に異物が噛み込むと弁座漏れの原因となります。 

配管内をフラッシングする 
 機器内部のシート部に異物が噛み込むと弁座漏れの原因となります。 

環境が悪い場所には設置や保管をしない 
 以下の場所に設置や保管をした場合、正常に作動しないことや機器の劣化が早まることがあります。 

  ・水などが掛かったり、粉塵が発生する場所 

  ・腐食性ガスや湿気が多く存在する場所 

  ・使用温度範囲（0～40℃【凍結なきこと】）外の場所 

・振動が多い場所 

 
配管の耐圧試験時にプランジャーポンプを使用する場合は締め切り運転をしない 
プランジャーポンプを使用する場合は、締め切り（逃がし量が 0）運転をしないでください。 

配管、機器などの最高使用圧力を超過し、設備が破損することがあります。 

 

耐圧試験時は試験圧力を超えない 
 本機器の耐圧試験圧力は 2.0MPa です。耐圧試験時は 2.0MPa を超えないようにしてください。機器が破

損することがあります。 

十分なメンテナンススペースを確保して設置する 
 設置時は十分なメンテナンススペース（7 頁）を確保してください。確保できていない場合、オーバーホ

ールなどのメンテナンス時に本機器を現場配管から取り外す作業が必要となる場合があります。 
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１．概要 

本機器は、開放型スプリンクラー設備、放水型ヘッド等スプリンクラー設備、泡消火設備などで用いるもので、

手動起動弁または遠隔起動弁などの操作により弁体を開放する加圧開放式の一斉開放弁です｡ 

本機器は消防法の規定に基づく自治省令「一斉開放弁の技術上の規格を定める省令」による型式試験に合格した

製品です。 

 

２．構造および作動説明 

(1) 構造 

本機器は、本体、オリフィス、銅管、銅管継手などにより、構成されています。 

 

〈縦設置〉                     〈横設置〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1．機器外観 

 

〈縦設置〉                     〈横設置〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2．装置構成図（通常時） 

 

加圧水

流れ方向

本体

オリフィス／銅管／銅管継手

保護カバー

加圧水

流れ方向

二次側排水用プラグ

本体

オリフィス／銅管／銅管継手

保護カバー

加圧水

流れ方向

オリフィス（銅管継手内）

ピストン

弁体

バルブディスクステム

銅管

加圧水

流れ方向

オリフィス（銅管継手内）

ピストン

弁体

バルブディスクステム

銅管
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(2) 作動説明 

①通常時（監視時） 

通常時は、弁体に一次側圧力とスプリング力が 

加わっているため、弁体は閉止しています。 

 

 

 

 

 

 

 

②火災時（作動時） 

手動起動弁または遠隔起動弁の開放操作

により、加圧水がピストン室に流入しま

す。この時、ピストン室から排出される水

などがオリフィスを通過することで、ピス

トン室内の圧力は弁体側の圧力より高く保

たれ、弁体は開放して状態を維持します。ま

た、弁体の開度は流量により異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③復旧時（放水停止時） 

手動起動弁または遠隔起動弁の閉止操作

によりピストン室への加圧が止まり、一次

側の圧力とスプリングの力で弁体が閉止し

ます。ピストン室内の加圧水などはオリフ

ィスを経由して一斉開放弁二次側に排出さ

れます。 

 

 

 

 

 

図4．作動時の状態図 

図5．放水停止時の状態図 

図3．通常時の状態図 

流れ方向

オリフィス

ピストン

手動起動弁
遠隔起動弁

スプリング

弁体

流れ方向

オリフィス

ピストン

手動起動弁
遠隔起動弁

加圧水停止

ピストン室

スプリング

弁体

流れ方向

オリフィス

ピストン

弁体

手動起動弁
遠隔起動弁

加圧水

ピストン室

スプリング
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３．工事 

(1) 据付前準備 

①一斉開放弁は、設置後のメンテナンススペース（作業スペースや部品の取り外しスペース）を考慮し、図6

で示す寸法以上のメンテナンススペースを確保して設置してください。なお、図6で示す寸法は手動起動弁

や遠隔起動弁等の一斉開放弁周りの配管類のメンテナンスを考慮した寸法ではありません。必要に応じて配

管類のメンテナンススペースも確保してください。 

②一斉開放弁を組み付ける前に、現場配管内に異物がないことを確認してください。 

③一斉開放弁の一次側および二次側フランジのカバーを取り外してください。 

④一斉開放弁の内部に異物がないことを確認してください。 

〈縦設置〉（上から見た図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈横設置〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6．メンテナンススペース 

※１：一斉開放弁の前面（鋳出し文字側）または背面（銅管接続側）のいずれかに1100mmのスペースを確保

してください。 

※２：一斉開放弁の前面（鋳出し文字側）に1100mmのスペースを設けた場合、一斉開放弁の背面（銅管接続

側）には銅管を脱着できるスペース（420mm程度）を確保してください。 

※３：上記のメンテナンススペースは確保するべき最小スペースです。手動起動弁の設置高さなどを考慮して 

一斉開放弁の高さを設計してください。 

  

 単位(mm) 

 80型 100型 125型 150型 200型 

A 1100 1150 1200 1300 1400 

B 450 500 550 600 

C 400 450 500 550 

D 300 400 500 600 

Ａ ３００ｍｍ

一斉開放弁

Ｂ
Ｃ

一斉開放弁

８００ｍｍ ８００ｍｍ
Ｄ

一斉開放弁

１１００ｍｍ

（４２０ｍｍ）

１１００ｍｍ（※１） （※１）

（※２）

銅管接続側 鋳出し文字側

Ｄ

流れ方向

銅管

Ｂ

Ｂ矢視図（鋳出し文字）

鋳出し文字

鋳出し文字

銘板

（
※
３
）

（
※
３
）
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(2) 据付 

①吊りバンドで一斉開放弁を吊って据え付けてくだ

さい。なお、吊りバンドの選定は耐荷重を考慮し、

一斉開放弁を吊る際には銅管、保護カバーを損傷さ

せないように注意してください。 

【注】横設置の場合は、一斉開放弁の上下を逆にし

て設置しないよう、鋳出し文字および銘板の

文字が逆になっていないことを確認して据え

付けてください。 

 

 

②取付ボルト・ナットおよび必要に応じてワッシャーを使用して一斉開放弁を現場配管に組み付けてください。

なお、推奨の仕様は以下の通りです。 

（JIS10Kのフランジ、3mmガスケットにて接続する場合） 

 推奨ボルト 各必要数 本体フランジ厚さ 

MVAJ003-80 
①M16×L65 

②M16×L55 

①ボルト・ナット：8セット（※1）【通し穴】 

②ボルト：8個【ねじ切り穴】 
22mm 

MVAJ003-100 M16×L70 ボルト・ナット16セット 24mm 

MVAJ003-125 M20×L75 ボルト・ナット・ワッシャー16セット（※2） 24mm 

MVAJ003-150 M20×L80 ボルト・ナット16セット 26mm 

MVAJ003-200 M20×L80 ボルト・ナット24セット 26mm 

※1：ねじ山の余長が確保できない場合は L70 のボルトを使用し、ボルト頭側にワッシャー（規格品、

厚さ3mm）を挿入するなどの調整を行ってください。 

※2：図8に示すボルト（1箇所）と本体が干渉する可能性があります。干渉する場合はボルト頭側に 

ワッシャー（規格品、厚さ3mm）を挿入するなどの調整を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【MVAJ003-80】               【MVAJ003-125】 

図8. MVAJ003-80、MVAJ003-125型の据付時の注意箇所 

 

流れ方向

鋳出し文字拡大図
銘板拡大図

一斉開放弁（加圧型） ． ． ．
使用圧力範囲 ． ． ．
製造番号 ． ． ．

図7．横設置時の設置方向 

ねじ切り穴

通し穴

ねじ切り穴 通し穴

（※１）

（※１）

干渉する可能性あり

（※２）
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手動起動弁

遠隔起動弁

ストレーナ

一斉開放弁

自動排水弁

逆止弁

一次側止水弁

圧力計

制水弁

二次側止水弁

逆止弁

自動排水弁

ホッパー

試験弁

③図9の例を参考に周辺配管を組み付けてください。 

 

〈縦設置〉                    〈横設置〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※縦設置の場合、二次側排水用プラグ（80A：10A、100A～200A：15A）を外し、排水弁を接続することで

水抜きが容易になります。 

 

 

④設置環境に応じて機器および配管内の水などが凍結しないように保温などの措置を行ってください。 

【注】横設置の場合は、作動試験などの本弁の開放後、ピストン室内および加圧配管の水などが抜けないた

め、併せて保温措置を行ってください。 

〈縦設置〉                     〈横設置〉 

 

 

 

 

 

 

 

図10．作動試験後の残水箇所 

 

  

加圧水

流れ方向

ピストン室

ピストン

加圧水

流れ方向

図9．一斉開放弁周りの配管施工例（通常時（監視時）） 

手動起動弁

遠隔起動弁

自動排水弁

ストレーナ

一斉開放弁（※）試験弁

自動排水弁

逆止弁

ホッパー

逆止弁

一次側止水弁

二次側止水弁

圧力計

制水弁

排水からの逆流防止のために、

逆止弁またはホッパーを設置 
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(3) 耐圧試験 

機器廻り配管の耐圧試験を行う場合は本機器の破損や故障を防ぐため、以下のことに注意してください。 

 耐圧試験圧力は2.0MPaを超えないようにしてください。 

 耐圧試験時は必ず一斉開放弁一次側から加圧し、二次側から加圧しないでください。同時に加圧する場

合も「一次側圧力≧二次側圧力」の関係を必ず守るようにしてください。 

注 意 

 
配管の耐圧試験時や充水時は一斉開放弁二次側から加圧しない 

一斉開放弁に逆圧がかかり、機器の破損や故障の原因となります。必ず一斉開放弁の二次側の圧力は一次

側の圧力以下となるようにしてください。 

一次側圧力 ≧ 二次側圧力 

 

(4) 水張り作業（図9参照） 

一斉開放弁一次側配管と手動起動弁周りの配管の水張り作業を実施します。 

順
序 

作業内容 

弁の開閉状態（○：開放状態 ×：閉止状態） 

網掛け部は前項目からの操作箇所を示します 

一次側止水弁 試験弁 制水弁 遠隔起動弁 手動起動弁 二次側止水弁 

1 各弁を右の状態にする × × ○ × × × 

2 
消火ポンプを起動し、一次側止水弁

を微小開放する 

○ 
微小 

× ○ × × × 

3 試験弁を開放する 
○ 
微小 

○ ○ × × × 

4 
手動起動弁をゆっくり開放し、弁体

を開放する 

○ 
微小 

○ ○ × ○ × 

5 
空気の流れる音が止まったら、手動

起動弁を閉止し、弁体を閉止する 

○ 
微小 

○ ○ × × × 

6 引き続き、(5)の作動試験を実施する ― 
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(5) 作動試験（図9参照） 

順
序 

作業内容 

弁の開閉状態（○：開放状態 ×：閉止状態） 

網掛け部は前項目からの操作箇所を示します 

一次側止水弁 試験弁 制水弁 手動起動弁 遠隔起動弁 二次側止水弁 

1 各弁を右の状態にする ○ ○ ○ × × × 

2 
手動起動弁または遠隔起動弁を開

放し、弁体を開放する 
○ ○ ○ 

○ 

（手動起動弁または遠隔起動弁）
× 

3 

弁体が開放したら、2 で開放した手動起

動弁または遠隔起動弁を閉止し、弁体を

閉止する 

○ ○ ○ 
× 

（手動起動弁または遠隔起動弁）
× 

4 

二次側の圧力が自動排水弁の開放

圧力以下となったら、試験弁を閉止

し、消火ポンプを停止する 

○ × ○ × × × 

5 

試験完了後、各バルブを通常状態に戻す 

※縦設置時は二次側排水用プラグを外し

て排水を行う 

○ × ○ × × ○ 

注）縦設置の作動試験後に二次側排水用プラグを付け忘れないようにしてください。二次側排水用に排水弁を設けた場合

には、作動試験後に排水弁を閉め忘れないように注意してください。 

 

４．保守点検 

機能保持のため、保守点検（機器点検、総合点検）は関連法規に従って定期的に実施してください。 

 

５．運用 

(1) 通常時（監視時） 

図9を参考に一斉開放弁周りの機器類の開閉状態が正常であることを確認してください。 

(2) 復旧時 

①火災が完全に鎮火したことを確認後、手動起動弁、遠隔起動弁、および一次側止水弁を閉止して放水を停止 

してください。 

②消火ポンプを停止してください。 

③試験弁などを開放して二次側配管内の残水を排出してください。 
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６．耐用年数と定期交換推奨部品 

(1) 耐用年数 

本機器の耐用年数は、設置後約 20 年です。 

なお、耐用年数は設置環境、使用状況などの影響を受けるため、あくまで目安であり、その期間を保証す

るものではありません。また、風雨、塩分、腐食性ガスなどの影響を受ける場所、その他の環境の厳しい場

所に設置した場合には、大幅に耐用年数が短くなることがあります。保守点検時に不具合が発見された場合

は、その都度適切な処置（機器交換、清掃など）を行ってください。 

 

(2) 定期交換推奨部品 

対象構成機器 推奨オーバーホール（交換）時期 定期交換推奨部品 

本体 
設置後 約 10 年 

※O リングは分解の都度交換してください。 

・弁体組品 

・O リング（材質 NBR、下記参照） 

 

 
弁体組品 

O リング※ 

A B C D 

MVAJ003-80 専用品 
G120 

（1 個） 
G135 

（1 個） 
P115 

（1 個） 
P12 

（2 個） 

MVAJ003-100 専用品 
G145 

（1 個） 
G155 

（1 個） 
P135 

（1 個） 
P12 

（2 個） 

MVAJ003-125 専用品 
G175 

（1 個） 
G190 

（1 個） 
P165 

（1 個） 
P12 

（2 個） 

MVAJ003-150 専用品 
G200 

（1 個） 
G225 

（1 個） 
P200 

（1 個） 
P15 

（2 個） 

MVAJ003-200 専用品 
G240 

（1 個） 
G260 

（1 個） 
P235 

（1 個） 
P15 

（2 個） 

※各 O リングの使用箇所は、図 11 参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11. 定期交換推奨部品位置 

弁体組品

ＯリングＣ

ＯリングＢ

ＯリングＡ

ＯリングＤ
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(3) 本体のオーバーホール 

【準備品】 

〈縦設置〉 

No. 名 称 仕 様 数量 備 考 

1 弁体組品 専用品 1 バルブディスクシート組み込み済み 

2 O リング 6.(2)参照 －  

3 
メガネレンチまたは
スパナレンチ 

MVAJ003-80  
対辺 18mm 
(M12 六角ﾎﾞﾙﾄ用) 

－ ボンネット取付ボルト用 MVAJ003-100 
対辺 24mm 
(M16 六角ﾎﾞﾙﾄ用) 

MVAJ003-
125, 150, 200 

対辺 30mm 
(M20 六角ﾎﾞﾙﾄ用) 

4 モンキーレンチ 
150mm 
(対辺 0～20mm 用) 

2 
銅管継手、ナット用 
キャップ取付ボルト用 

5 長ボルト 

MVAJ003-80  不要 － 

ボンネット A 分解用 MVAJ003-100 M16×50mm 
2 MVAJ003-125, 

150, 200 
M20×60mm 

6 アイボルト 

MVAJ003-80 M5 

1 ピストン組品取り出し用 
MVAJ003-100 M6 

MVAJ003-125, 
150 

M8 

MVAJ003-200 M10 

7 シールテープ － 適量 プラグ用 

8 
養生シート・ウェス 
ビニール袋・バケツ 

－ 適量 
床などの汚れ防止・清掃用 
バケツ容量：一斉開放弁容量参照 

9 シリコングリス 
一般汎用品 

（例：信越シリコーン G-501） 
適量 O リング塗布用 

10 針金 φ1mm 程度 適量 O リング取り外し用 

11 養生テープ － 適量 オリフィス紛失防止用 

12 油性マジック － 1 ボディ・ボンネット合い印記入用 

13 オリフィス 専用品 1 紛失時用予備 

（参考）一斉開放弁容量 

型式 一次側容量 二次側容量 

MVAJ003-80 約 2L 約 2L 

MVAJ003-100 約 4L 約 4L 

MVAJ003-125 約 6L 約 6L 

MVAJ003-150 約 10L 約 10L 

MVAJ003-200 約 18L 約 20L 

※上記に加え、別途止水弁～一斉開放弁の配管部分の容量を計算し、排水量として考慮してくださ

い。 
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〈横設置〉 

No. 名 称 仕 様 数量 備 考 

1 弁体組品 専用品 1 バルブディスクシート組み込み済み 

2 O リング 6.(2)参照 －  

3 
メガネレンチまたはス
パナレンチ 

MVAJ003-80  
対辺 18mm 
(M12六角ﾎﾞﾙﾄ用)

－ ボンネット取付ボルト用 MVAJ003-100 
対辺 24mm 
(M16六角ﾎﾞﾙﾄ用)

MVAJ003-125, 
150, 200 

対辺 30mm 
(M20六角ﾎﾞﾙﾄ用)

4 モンキーレンチ 
150mm 
(対辺 0～20mm 用) 

2 
銅管継手、ナット用 
キャップ取付ボルト用 

5 

全ねじボルト、ナット MVAJ003-80  
M12、ボルト
長さ 100mm 

2 ボンネット A 分解用 
長ボルト 

MVAJ003-100 M16×120mm 

MVAJ003-125 M20×120mm 

MVAJ003-150, 
200 

M20×100mm 

6 アイボルト 

MVAJ003-80 M5 

1 ピストン組品取り出し用 
MVAJ003-100 M6 

MVAJ003-125, 
150 

M8 

MVAJ003-200 M10 

7 

バルブディス
ク支持用治具 
（アイナット・
全ねじボルト
組品） 

アイ 
ナット 

MVAJ003-80 不要 －  
下図のように組立 MVAJ003-100 M16 

1 MVAJ003-125, 
150, 200 

M20 

全ねじ
ボルト 

MVAJ003-80 不要 － 

MVAJ003-100 
M16、 
全長 160mm 

1 
MVAJ003-125 

M20、 
全長 190mm 

MVAJ003- 150 
M20、 
全長 220mm 

MVAJ003- 200 
M20、 
全長 285mm 

8 短管 
SGP 管 1/2B 相当 
長さ 約 320mm 
（MVAJ003-80 は不要） 

1  

9 角棒 
約 30mm×35mm×250mm 
（MVAJ003-80 は不要） 

2  

10 プラスドライバー サイズ No.2 1 保護カバー用 

11 シールテープ － 適量 プラグ用 

12 
養生シート・ウェス 
ビニール袋・バケツ 

－ 適量 
床などの汚れ防止・清掃用 
バケツ容量： 
一斉開放弁容量（13 頁）参照 

13 シリコングリス 一般汎用品 適量 O リング塗布用 

14 針金 φ1mm 程度 適量 O リング取り外し用 

15 養生テープ － 適量 オリフィス紛失防止用 

16 油性マジック － 1 ボディ・ボンネット合い印記入用 

17 ジャッキ （MVAJ003-80 は不要） 1 ボンネット A 分解用 

18 オリフィス 専用品 1 紛失時用予備 

  

アイナット

全ねじボルト
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【事前実施事項（縦横共通）】 

①必要に応じて、火災受信機および各制御盤から警報が出ないように措置を施してください。 

②分解の際に残水が出ますので、必要に応じて一斉開放弁周りを養生してください。 

③一次側止水弁と二次側止水弁を閉止し、試験弁を開放してください。 

④弁体が固着していないか確認するため、一次側止水弁を微小開放後、手動起動弁または遠隔起動弁を開

放し、弁体を一時的に開放してください。（消火ポンプが起動した場合は、停止してください。） 

⑤④で開放した手動起動弁または遠隔起動弁を閉止して弁体を閉止させた後、一次側止水弁を閉止し、二

次側の水などを排出してください。 

⑥手動起動弁を微開放して閉止するなどして、一次側止水弁～手動起動弁・遠隔起動弁の圧抜きを行って

ください。 

【実施手順】 

 本体のオーバーホール手順は型式、設置向きにより異なります。以下の該当頁を参照し、実施してく

ださい。 

設置向き 型式 該当頁 

縦 全型式 16 頁 

横 
MVAJ003-80 17 頁 

MVAJ003-100, 125, 150, 200 18 頁 

 

 弁体組品およびピストン組品の脱着は必ず本手順を守ってください。 

注 意 

 
弁体組品およびピストン組品の脱着は、順序を守って行う 

弁体組品は、ピストン組品のガイドの役割があるため、弁体組品およびピストン組品の脱着は、必ず手順

を守ってください。異なる手順で行った場合、ピストン組品によりシリンダ部が損傷し、一斉開放弁一式

の交換が必要になる場合があります。 

＜ピストン組品を外す場合＞ 

  ピストン組品を外してから弁体組品を外す。 

＜ピストン組品を取り付ける場合＞ 

  弁体組品を組付後にピストン組品を取り付ける。 

 

弁体組品 ピストン組品

シリンダ
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弁体組品

スプリング

ＯリングＣ

銅管

ボンネットＢ

銅管継手

オリフィス

ボンネットＡ

ピストン組品

バルブディスクシート

ブッシュ

Ａ

Ａ矢視図

脱着用アイボルト
ねじ込み

二次側排水用プラグ一次側排水用プラグ

バルブディスクシート部

ボンネットシート部

ＯリングＡ

ＯリングＤ

ＯリングＢ

シリンダ

ボディ

〈縦設置の場合、全型式共通〉（図 12 参照） 

①一次側排水用プラグおよび二次側排水用プラグを外し、一斉開放弁一次側、二次側の残水などを排出し

てください。 

②ボンネット B とボディに接続されている銅管の銅管継手（2 ヶ所）の袋ナットを外し、銅管を取り外し

てください。なお、銅管継手内にはオリフィスがあるため、オリフィスの状態確認後、紛失しないよう

に養生テープなどを用いて銅管継手に封をしてください。 

③ボンネット A，B の組付時の目印として必要に応じて油性マジックなどでボディ－ボンネットB および

ボディ－ボンネット A に合い印を付けてください。 

④ボンネット B を外してください。 

⑤ピストン組品に脱着用のアイボルトをねじ込んだ後、シリンダを傷つけないように慎重にピストン組品

を取り出してください。 

⑥【MVAJ003-100、125、150、200】ボンネット A 取付用ボルトの対角 2 本を外し、長ボルトを取り付

け後、残りのボルトを外してください。 

【MVAJ003-80】対角 2 本を残して残りのボルトを外してください。 

⑦対角 2 本のボルトを徐々に緩めてボンネット A を取り外してください。 

⑧スプリングと弁体組品を取り外してください。この時、弁体組品でバルブディスクシート部やボンネッ

トシート部を傷つけないよう、弁体組品を真っすぐ引き出してください。 

⑨内部を清掃後、各 O リングと弁体組品を新品に交換し、①～⑧の逆の手順で組み立ててください。 

【組立時の注意点】 

 新しい O リングにグリスを塗布して組み立ててください。 

 必ず弁体組品を組み付けてからピストン組品を組み付けてください。 

 ピストン組品はピストンの端点がシリンダ端点から 3mm 程度になるように組み付けてください。

（※１） 

 ボンネットを取り付ける際には、所定の位置から O リングがはみ出さないように注意して組み立て

てください。 

 銅管を銅管継手に取り付ける際にはオリフィスが銅管継手内に入っていることを確認してください。 

 

   

 

   

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

図 12.本体の分解図（縦設置） 

⑤ 

① 

② 
⑧ 

ピストン組品組立図

① ④ 

⑥⑦ 

３シリンダ

ピストン

（※１） 
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〈横設置、MVAJ003-80 の場合〉（図 13 参照） 

①ボンネット A のプラグを外して一次側制水弁～一斉開放弁一次側の残水などを排出してください。 

この際に排出される水量を考慮し、必要に応じて排水量に合ったバケツの準備や養生を行ってくださ

い。（参考：一斉開放弁容量（13 頁）） 

②ボンネット B とボディに接続されている銅管の銅管継手（2 ヶ所）の袋ナットを外し、銅管を取り外し

てください。なお、銅管継手内にはオリフィスがあるため、オリフィスの状態確認後、紛失しないよう

に養生テープなどを用いて銅管継手に封をしてくだ

さい。 

③ボンネット A，B の組付時の目印として必要に応じ

て油性マジックなどでボディ－ボンネット B および

ボディ－ボンネット A に合い印を付けてください。 

④ボンネット B を外してください。 

⑤ピストン組品に脱着用のアイボルトをねじ込んだ

後、シリンダを傷つけないよう慎重に、上方から 

真っすぐピストン組品を取り出してください。 

⑥保護カバーを外してください。 

⑦ボンネット A 取付用ボルトの対角 2 本を外し、代わ

りに全ねじボルトを取り付けてナットをボンネット

A に当たるまでねじ込んでください。 

⑧残りのボルトを外し、少しずつ全ねじボルトに取り

付けたナットを緩め、ボンネットA とスプリング、

弁体組品を徐々にボディから外してください。この

時、弁体組品の落下、衝突により、バルブディスク

シート部、ボンネットシート部を傷つけないよう、

弁体組品は真っすぐ引き出してください。 

⑨内部を清掃後、各 O リングとディスク組品を新品に

交換し、①～⑧の逆の手順で元通りに組み立ててく

ださい。O リングの交換は、必要に応じて針金を使

用し、一斉開放弁内部を傷つけないように行ってく

ださい。 

【組立時の注意点】 

 新しい O リングにグリスを塗布して組み立ててください。 

 必ず弁体組品側を組み付けてからピストン組品側を組み付けてください。 

 ピストン組品はピストンの端点がシリンダ端点から 3mm 程度になるように組み付けてください。

（※１） 

 ボンネットを取り付ける際には、所定の位置から O リングがはみ出さないように O リングを固定

し、O リングを潰さないように組み立ててください。 

 銅管を銅管継手に取り付ける際にはオリフィスが銅管継手内に入っていることを確認してくださ

い。 

 

 

３ ピストン

シリンダ

弁体組品

スプリング

ＯリングＣ

銅管

ボンネットＢ

銅管継手

オリフィス

ＯリングＢ

ＯリングＤ

ボンネットＡ

ピストン組品

ブッシュ

Ａ

Ａ矢視図

脱着用アイボルト
ねじ込み

保護カバー

ボディ

シリンダ

プラグ

ボンネットシート部

バルブディスクシート部
ＯリングＡ

バルブディスクシート

⑦⑧ 

図13.本体の分解図 

（横設置、MVAJ003-80） 

④ 
② 

ピストン組品組立図 
（※１）

① 

⑤ 

⑥ 
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〈横設置、MVAJ003-100, 125, 150, 200 の場合〉（図 14 参照） 

①ボンネット A のプラグを外して一次側制水弁～一斉開放弁一次側の残水などを排出してください。 

この際に排出される水量を考慮し、必要に応じて排水量に合ったバケツの準備や養生を行ってくださ

い。（参考：一斉開放弁容量（13 頁）） 

②ボンネット B とボディに接続されている銅管の銅管

継手（2 ヶ所）の袋ナットを外し、銅管を取り外して

ください。なお、銅管継手内にはオリフィスがあるた

め、オリフィスの状態確認後、紛失しないように養生

テープなどを用いて銅管継手に封をしてください。 

③ボンネット A，B の組付時の目印として必要に応じて

油性マジックなどでボディ－ボンネット B および 

ボディ－ボンネット A に合い印を付けてください。 

④ボンネット B を外してください。 

⑤ピストン組品に脱着用のアイボルトをねじ込んだ後、

シリンダを傷つけないよう慎重に、上方から 

真っすぐピストン組品を取り出してください。  

⑥上方から弁体組品にバルブディスク支持用治具を 

ねじ込み、図 15 のように短管と角棒でバルブディス

ク支持用治具を固定して弁体組品を支持してくださ

い。 

⑦保護カバーを外してください。 

⑧ボンネット A 取付用ボルトの対角 2 本を外し、代わ

りに長ボルトを取り付けてください。 

⑨残りのボルトを外し、少しずつ長ボルトを緩め、ボン

ネットA をジャッキで支えながら、徐々にボディか

ら外してください。 

⑩ボンネット A がボディから外れたら、ジャッキを

徐々に下げて、ボンネット A とスプリングを取り出してください。

この際、同時にスプリングも外れるため、手で支持してください。 

⑪弁体部分を上下から手で支持しながら、短管を取り外し、弁体組

品を慎重に下方から取り出してください。この時、弁体組品の落

下、衝突により、バルブディスクシート部、ボンネットシート部

を傷つけないよう、弁体組品は真っすぐ引き出してください。 

⑫内部を清掃後、各 O リングとディスク組品を新品に交換し、 

①～⑪の逆の手順で元通りに組み立ててください。 

O リングの交換は、必要に応じて針金を使用し、一斉開放弁 

内部を傷つけないように行ってください。 

  

弁体組品

スプリング

ＯリングＣ

銅管

ボンネットＢ銅管継手

オリフィス

ＯリングＢ

ＯリングＤ

ボンネットＡ

ピストン組品

バルブディスクシート

ブッシュ

Ａ

Ａ矢視図 脱着用アイボルト
ねじ込み

バルブディスク

ねじ込み

ボディ

シリンダ

プラグ
保護カバー

ボンネットシート部

バルブディスクシート部
ＯリングＡ

支持用治具

⑧⑨ 

図14.本体の分解図 

（横設置、MVAJ003-100～200） 

④ 

⑤ 

② 

短管

角棒

バルブディスク支持用治具

図15.バルブディスク支持用 

治具固定例 

 ピストン組品組立図 

３ ピストン

シリンダ

（※１）

⑥ 

① 
⑦ 

⑩⑪ 
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【組立時の注意点】 

 新しい O リングにグリスを塗布して組み立ててください。 

 必ず弁体組品側を組み付けてからピストン組品側を組み付けてください。 

 ピストン組品はピストンの端点がシリンダ端点から 3mm 程度になるように組み付けてください。

（※１） 

 ボンネットを取り付ける際には、所定の位置から O リングがはみ出さないように O リングを固定

し、O リングを潰さないように組み立ててください。 

 銅管を銅管継手に取り付ける際にはオリフィスが銅管継手内に入っていることを確認してください。 

 

(4) オリフィスの清掃 

弁体が閉止しないなどの不具合が見られる場合には、オリフィスに

異物の詰まりがないか確認し、清掃してください。 

 

【オリフィスの取出し・交換・清掃】（図 16 参照） 

①ボンネット B とボディに接続されている銅管の銅管継手（2 ヶ

所）の袋ナットを外し、銅管を取り外してください。 

②銅管と銅管継手の間のオリフィスを取り出し清掃してください。 

この時、オリフィスを紛失しないよう十分に注意してください。 

③各部品を元通りに組み立ててください。 

④作業終了後、3.(4)の水張り作業と 3.(5)の作動試験を実施してください。 

 

７．事故・トラブルとその処置 

機器の異常を発見した場合には次表を参考に処置してください。  

なお、表中の考えられる原因は代表例であり、考えられるすべての原因を示すものではありません。 

現  象 考えられる原因 処置・対策 

弁体が開放しない 

起動配管の目詰まりや凍結によ

り、ピストン室に加圧水が流れ

ていない 

ストレーナ、手動起動弁、遠隔起動弁などの

起動配管に目詰まりや凍結がないか確認し

てください 

オリフィスが入っていない 
銅管と銅管継手の間のオリフィスを確認し

てください 

監視時に一次側の圧力

が低下する 
弁体の異物噛み込みによる漏水 異物を取り除いてください※ 

弁体が閉止しない 
オリフィスの目詰まり 

オリフィスを取り出して清掃してください 

（6.(4)オリフィスの清掃(19 頁)を参照） 

弁体の異物噛み込み 異物を取り除いてください※ 

規定の流量が流れない 

起動配管の目詰まりにより、ピ

ストン室に所定の圧力が加わっ

ていない 

ストレーナ、手動起動弁、遠隔起動弁などの

起動配管に目詰まりがないか確認してくだ

さい 

※本体を分解する場合は、 O リング類を必ず新品に交換してください。 

【再使用禁止】（O リングの詳細は 6. (2) 定期交換推奨部品参照） 

図16.オリフィスの取出し 

銅管

銅管継手

オリフィス

ボンネットＢ
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８．仕様

※１：MVAJ003-80 型の接続フランジはボルト穴の 8 個中 4 個が M16 のねじ切り穴になっています。

９．特性

流量－圧力損失特性図

型 式 名 称 MVAJ003-80 MVAJ003-100 MVAJ003-125 MVAJ003-150 MVAJ003-200

型 式 番 号 開第 2022～1 号 開第 2023～1 号 開第 2023～2 号 開第 2022～2 号 開第 2021～4 号

作 動 方 式 加圧開放式

呼 び 径 80A 100A 125A 150A 200A

使 用 圧 力 範 囲 0.3 ～ 1.4 MPa

最 大 流 量 1800L/min 2100L/min 3300L/min 4800L/min 8500L/min

耐 圧 試 験 圧 力 2.0 MPa

使用環境温度範囲 0 ～ 40 ℃（凍結なきこと）

接 続 フ ラ ン ジ
JIS 10K 80A FF
相当（※１）

JIS 10K 100A FF JIS 10K 125A FF JIS 10K 150A FF JIS 10K 200A FF

取 付 方 向 縦横両用

塗 装 色 赤錆色

質 量 約 40kg 約 60kg 約 85kg 約 125kg 約 200 kg

最大流量時の
直管相当長さ

29.6m 46.4m 55.7m 66.5m 77.9m
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